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鑑真和上坐像（国宝）唐招提寺

戒壇堂（戒壇院は、講堂･僧坊･廻廊も備えてい
たが、火災で焼失。戒壇堂と千手堂だけが復興された）

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
最
澄
・
空

海
に
至
る
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
仏
教
が

テ
ー
マ
の
今
年
の
か
わ
ら
版
。
今
月
は

日
本
に
授
戒
の
作
法
を
伝
え
た
鑑
真
に

つ
い
て
で
す
。

★
天
台
宗
と
律
宗

   

六
八
八
年
、
唐
の
揚
州
で
生
ま
れ
た

鑑
真
。
当
時
の
唐
は
、
高
宗
の
皇
后
で

あ
っ
た
則
天
武
后
の
全
盛
期
で
す
。

   

七
〇
一
年
、
十
四
歳
の
時
に
揚
州
大

雲
寺
で
出
家
。
七
〇
一
年
の
日
本
は
大

宝
元
年
。
唐
に
対
し
て
日
本
と
い
う
国

号
を
初
め
て
使
っ
た
年
で
す
。

   

七
〇
八
年
、
二
十
一
歳
に
な
っ
た
鑑

真
は
、
長
安
の
実
際
寺
で
具
足
戒
（
ぐ

そ
く
か
い
）
を
受
け
ま
す
。

   

具
足
戒
と
は
出
家
し
た
僧
尼
が
守
る

べ
き
戒
律
。
僧
に
対
し
て
二
百
五
十
、
尼

に
対
し
て
二
百
四
十
八
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

   

そ
の
後
の
鑑
真
は
、
隋
代
に
大
成
し

た
天
台
宗
と
唐
代
に
興
っ
た
律
宗
（
戒

律
の
学
）
を
究
め
ま
す
。

★
栄
叡
と
普
照

   

七
三
三
年
、
日
本
の
留
学
僧
、
栄
叡

（
よ
う
え
い
）
と
普
照
（
ふ
し
ょ
う
）
が

遣
唐
使
船
で
入
唐
。

   

日
本
は
聖
武
天
皇
の
時
代
。
朝
廷
が

行
基
の
布
教
活
動
と
行
基
に
よ
る
弟
子

の
得
度
を
認
め
た
頃
で
す
。

   

日
本
で
は
僧
尼
も
在
家
信
者
も
急

増
。
し
か
し
、
仏
教
の
教
義
や
戒
律
の

理
解
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
し

た
。

   

そ
こ
で
、
朝
廷
は
唐
か
ら
戒
律
の
師

を
招
く
こ
と
を
計
画
。
栄
叡
と
普
照
は

そ
の
命
を
受
け
て
の
入
唐
で
し
た
。

   

当
時
、
鑑
真
は
四
十
六
歳
。
華
中
、
華

南
で
は
鑑
真
ほ
ど
戒
律
に
優
れ
た
人
は

い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

   

そ
の
評
判
を
聞
い
た
栄
叡
と
普
照
。
入

唐
か
ら
九
年
を
経
た
七
四
二
年
、
揚
州

大
明
寺
で
よ
う
や
く
鑑
真
と
面
会
。
栄

叡
と
普
照
は
鑑
真
に
来
日
を
要
請
し
ま

す
。
鑑
真
は
既
に
五
十
五
歳
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

★
苦
難
の
来
日

   

当
時
の
唐
で
は
、
天
台
宗
の
祖
師
の

ひ
と
り
、
慧
思
（
え
し
）
が
日
本
の
王

子
に
転
生
し
、
仏
法
を
説
い
た
と
い
う

伝
説
が
流
布
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
王

子
と
は
、
聖
徳
太
子
の
こ
と
で
す
。

   

鑑
真
も
日
本
に
対
し
て
良
い
印
象
を

抱
い
て
お
り
、
栄
叡
と
普
照
の
招
請
に

ど
の
よ
う
に
応
じ
る
か
思
案
し
ま
し
た
。

   

五
十
五
歳
の
鑑
真
は
年
齢
的
に
日
本

に
渡
る
こ
と
を
躊
躇
。
そ
こ
で
、
弟
子

た
ち
に
日
本
に
渡
る
意
思
が
な
い
か
尋

ね
ま
し
た
。

   

し
か
し
応
じ
る
者
は
な
く
、
結
局
自

ら
日
本
に
渡
る
こ
と
を
決
意
。
弟
子
の

祥
彦
（
し
ょ
う
げ
ん
）
が
鑑
真
を
止
め

る
も
の
の
、
つ
い
に
渡
航
を
決
行
。

   
無
断
出
国
は
唐
の
国
禁
。
鑑
真
は
七

四
三
年
に
二
回
、
七
四
四
年
に
も
二
回
、

七
四
八
年
に
一
回
、
都
合
五
回
の
渡
航

を
試
み
る
も
の
の
、
密
告
や
悪
天
候
に

よ
っ
て
い
ず
れ
も
失
敗
。

   

七
五
〇
年
、
六
十
三
歳
の
鑑
真
は
失

明
。
弟
子
の
祥
彦
や
栄
叡
に
も
先
立
た

れ
ま
す
。

   

そ
れ
で
も
日
本
に
渡
る
こ
と
を
諦
め

な
い
鑑
真
。
七
五
三
年
、
六
十
六
歳
の

鑑
真
は
六
回
目
の
渡
航
で
と
う
と
う
秋

津
野
浦
（
あ
き
め
や
の
う
ら
、
鹿
児
島

県
）
に
漂
着
。
大
宰
府
を
経
て
、
七
五

四
年
、
平
城
京
に
到
着
し
ま
し
た
。

★
東
大
寺
戒
壇
院

   

朝
廷
に
歓
待
を
受
け
た
鑑
真
。
や
が

て
、
東
大
寺
大
仏
の
前
に
設
け
た
戒
壇

で
聖
武
上
皇
、
光
明
皇
太
后
、
孝
謙
天

皇
ら
に
授
戒
。
日
本
で
の
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。

   

鑑
真
が
日
本
に
伝
え
た
の
は
、
戒
律

を
授
け
る
師
僧
三
人
、
証
人
僧
七
人
の

十
人
か
ら
な
る
授
戒
の
作
法
。

   

七
五
五
年
、
東
大
寺
戒
壇
院
が
完
成

し
、
い
よ

い
よ
日
本

で
も
戒
律

を
守
る
僧

が
正
式
に

誕
生
す
る

環
境
が
整

い
ま
し
た
。

鑑
真
六
十

八
歳
の
こ

と
で
す
。

★
唐
招
提
寺

   

来
月
は
鑑
真
が
建
立
す
る
唐
招
提
寺

に
つ
い
て
で
す
。
も
っ
と
も
、
そ
の
背

景
に
は
複
雑
な
事
情
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
乞
ご
期
待
。


